
遠友塾
「札幌遠友塾自主夜間中学（遠友塾）」は、ボランティア・スタッフが運営している自主夜間中学です。これまでさまざ

まな理由で義務教育を十分に受けていない500人以上の人たちが、励まし・支えあいながら学んできました。2009年から
皆様のお陰で、札幌市立向陵中学校の教室で、毎週水曜日の夜に授業を行ってきました。なお、コロナ禍のため、2020年
度からは休塾を挟みながら、札幌市教育文化会館を借りて授業を行っており、10月中旬からは全クラスで再開しています。
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こんばんは です！

11
月
10
日
、
2
年
振
り
と
な

る
特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
二
つ
目
林
家
き
よ
彦

さ
ん
に
よ
る
落
語
で
す
。

き
よ
彦
さ
ん
は
札
幌
藤
女
子

大
学
出
身
の
33

歳
の
女
性
。
北

大
の
落
研
に
所
属
し
て
い
た
事

が
き
っ
か
け
で
落
語
家
を
目
指

し
た
そ
う
で
す
。

当
日
は
受
講
生
さ
ん
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
１
時
間

以
上
も
前
か
ら
会
場
に
現
れ
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
和
服
姿
の
遠
藤
代
表

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

き
よ
彦
さ
ん
は
現
代
落
語
や

創
作
落
語
も
得
意
と
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
古
典
落
語
「
子

ほ
め
」
と
「
初
天
神
」
の
二
つ

の
演
目
で
し
た
。

演
目
に
入
る
前
に
は
、
出

囃
子
の
太
鼓
の
音
の
説
明
な
ど
、

普
段
は
聞
く
事
の
な
い
話
し
を

伺
う
事
が
出

来
、
皆
さ
ん

も
落
語
が
身

近
に
感
じ
た

事
で
し
ょ
う
。

蕎
麦
や
蜜

を
す
す
る
音
、

登
場
人
物
の

声
色
や
表
情

等
、
間
近
に

見
る
噺
家
さ
ん
は
迫
力
満
点
！

生
の
落
語
を
初
め
て
見
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
と
て
も

感
激
し
た
様
子
で
し
た
。

最
後
に
受
講
生
を
代
表
し
て

林
家
き
よ
彦
さ
ん
へ
の

一
言
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〇
女
性
の
落
語
家
が
少
な
い

の
は
？

も
と
も
と
落
語
は
男

性
が
す
る
も
の
で
、
古
典
の
話

言
葉
も
男
性
言
葉
が
多
い
。
５

０
年
ほ
ど
前
か
ら
女
性
の
落
語

家
が
出
て
き
た
が
、
今
で
も
全

体
の
５
％
く
ら
い
の
男
性
社
会

で
す
。

〇
落
語
家
生
活
（
修
行
）
の

厳
し
さ
、
楽
し
さ

１
年
目
は

３
６
５
日
寄
席
に
通
っ
て
、
師

匠
の
お
世
話
や
ら
雑
用
を
１
日

１
０
０
０
円
で
過
ご
す
。
そ
れ

か
ら
、
５
年
く
ら
い
す
る
と
二

つ
目
に
な
り
、
真
打
に
は
そ
れ

か
ら
１
０
年
以
上
か
か
る
。

師
匠
の
理
解
も
あ
る
し
、
創

作
落
語
で

自
分
の

表
現
し

た
い

こ
と

を
話

せ
る
の

が
楽
し

い
。

２
年
生
の
篠
山
護
人
さ
ん
が

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
言
葉
で
感

謝
を
述
べ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
で
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
出
か
け
る

こ
と
が
難
し
い
日
々
が
続
き
ま

し
た
が
、
こ
の
先
少
し
ず
つ
で

も
こ
の
様
な
機
会
が
増
え
る
の

を
期
待
し
ま
す
。

今
回
こ
の
素
晴
ら
し
い
企
画

に
携
わ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

東
京
の
高
校
生
か
ら

遠
友
塾
に
手
紙

突
然
の
手
紙
で
失
礼
し
ま

す
。
初
め
ま
し
て
。
東
京
都

に
あ
る
Ｆ
高
校
1
年
生
の
〇

○
○
○
と
申
し
ま
す
。
本
日

は
札
幌
遠
友
塾
様
の
夜
間
学

級
の
制
度
に
関
し
て
お
聞
き

し
た
い
こ
と
が
あ
り
、
手
紙

を
書
き
ま
し
た
。
私
は
現
在
、

通
っ
て
い
る
高
校
の
学
習
と

し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
調

べ
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
１
７
１
個
の
目
標
の
中
で

私
は
特
に
教
育
に
つ
い
て
興

味
が
あ
り
、
深
く
調
べ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
教
育
制
度

を
調
べ
る
う
ち
に
、
以
前
テ

レ
ビ
で
拝
見
し
た
夜
間
学
級

と
い
う
制
度
が
脳
裏
を
よ
ぎ

り
、
夜
間
学
級
に
絞
っ
た
教

育
に
つ
い
て
調
べ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
何
点
か
お
伺

い
し
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

す
。
（
以
下
省
略
）

資
料
を
受
領
後
の
お
礼
状

こ
の
度
は
、
た
く
さ
ん
の

資
料
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
様
や
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
思
い
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
私
自
身
の

学
び
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
資
料
を
通
し
て
夜

間
中
学
を
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
た
と
同
時
に
、
教
育
に

対
す
る
興
味
が
も
っ
と
深
ま

り
ま
し
た
。
（
抜
粋
）



受講・スタッフ希望はこちらまで 向陵中の先生・生徒さんも
どうぞ見学に来てください。

〇受講・スタッフ希望の方は、まず下記の連絡先（電話番号）までご連絡ください。
〇地域・保護者の皆さんの見学を歓迎します。また、本紙へのご意見もお寄せください。

連絡先：011-562-0122（代表遠藤知恵子） 011-827-8072（事務局長黒澤晴一）
（準備の都合上、見学の方は必ず事前にご連絡ください。）

札幌遠友塾の最新の情報はホームページで： http://www.enyujuku.com

こんばんは遠友塾です！ 第29号（裏面） 2021年12月23日

せい ゆう かん

１年

じっ
くり

２年

３年

休塾中も再開後も みんな元気で楽しく学んでいます！

孫 A Happy New Year.
Thanks very much お年玉

私 A Happy New Year.
孫 ばあちゃんって器用だね。英語まで

奥尻訛り（？）で言えるんだね。

【受講生さんの川柳】

の日 尻に敷かれて 数十年

【受講生さんの詩】

最大な喜びのみんなの顔

そして私もまた楽しくなる

一人の顔が百人の顔に輝く

それが私達の中学生

世界の心大集合です

まあー先生頼みますよ

【スタッフの近況】

【ある日の受講生さんのできごと
…… 英語のあいさつ】

コロナ禍で何度も休塾が続き、3年生は

卒業文集を書いたのに再度の3年生活。

この2年コロナの心配以外に、18名の3

年生は、最愛の家族を突然亡くした方、企業

の閉鎖・縮小で離職や配置転換が4名、病気や手術で

入院生活を5名と、かなりの人が試練に晒されたが、

なんとかそれも乗り越えて。それに加え、当初のワク

チン予約をする大変さに、周りでは諦める人続出のな

か、3年対象者は誰も諦めずに予約。皆の粘り強さを

新発見。又、職場も遠友塾もない毎日を過ごすなかで

地域の荒れ地を借り、人生初めての農業に挑戦し、見

事広い野菜畑に変えた勇者も出現。 初秋ようやく授業

が再開した時の皆さんの笑顔は忘れられません。不安

定な状況の中でも学びたいという受講生さんの情熱が

伝わってきました。遠友塾生活の集大成として最後ま

で学びを深めていってほしいです。

そして全学年集まり、向陵中学多目的室

で皆の歌声から始まる遠友塾生活が一刻も

早く来てくれることを願っています。

「クラス通信」拾い読み

じっくりクラスでは、休塾の間、「なんとか

受講生とスタッフを含めた仲間のつながりは大事にし

たい」との思いから、じっくりニュースを月に２～３

回のペースで発行しました。上記は第20号のタイト

ルです。皆さんからの投稿をもとに、およそ２～４

ページの写真の多い紙面ができ上りましたが、今まで

知らなかった仲間のことが、このニュースで初めて分

かったということもありました。休塾の寂しさを、少

しは癒せたように思います。

１０月中旬からは、待ちに待った毎週の授業が再開

しました。ホームルームの時間には、改めてメンバー

（仲間）全員の自己紹介の時間も持っています。

全世界を巻き込んだ新型コロナ

ウィルスの影響は、学びを求める

「遠友塾」の多くの受講生の方々

にも打撃を与えた。入学はしたも

のの、ほとんど通塾することが出来ない状況になり心が

痛む。休塾、再開、変更と何度、担当受講生さんに電話

をしたことか・・・。

「しかたないですよねー」と寂しそうに答えてくれる

受講生さんに「お元気でいてくださいよ、お会いする日

を楽しみにしていますからね」と声を掛けながらも「こ

んなに休みが続いて、学ぶ意欲は失われないだろうか？

体調は大丈夫だろうか？」などと危惧していたが、それ

は全く余計な心配であった。待ち望んでいた学習の機会

が再開されると、コロナ感染の緊張感を持ちながらも皆

さん元気に明るく足を運んでくださっている。

自発的に学びを求める方々の、意欲に満ちた輝

く姿を見るのはとても心地良い。スタッフも

元気を頂き、「お互いに頑張りましょう

ね！」という明るい雰囲気が漂っている。


